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Fig. 5.  Shells of land snails collected in Mts. Nishimine and adjacent areas. 39: Allopeas clavulinum kyotoense （Pilsbry & Hirase, 1904） オカ
チョウジ ; 40: A. sp. cf. heudei （Pilsbry, 1906） ユウドオカチョウジ類似種 ; 41: Sinoennea iwakawa （Pilsbry, 1900） タワラガイ ; 42: 
Punctum pretiosum （Gude, 1900） ヒメナタネ ; 43: Pu. japonicum Pilsbry, 1900 ハリマナタネ ; 44: Pu. atomus Pilsbry & Hirase, 1904 
ミジンナタネ ; 45: Nipponarion carinatus Yamaguchi & Habe, 1955 オオコウラナメクジ ; 46: Meghimatium fruhstorferi （Collinge, 
1901） ヤマナメクジ ; 47: Trochochlamys crenulata （Gude, 1900） カサキビ ; 48: T. sororcula （Pilsbry & Hirase, 1904） トサキビ ; 49: 
T. fraterna （Pilsbry, 1900） オオウエキビ ; 50: Ceratochlamys hiraseana （Pilsbry, 1901） コシタカヒメベッコウ ; 51: Parakaliella 
higashiyamana （Pilsbry & Hirase, 1903） アワキビ ; 52: Pa. hizenensis （Pilsbry, 1902） ヒゼンキビ ; 53: Pa. acutanguloides Kuroda & 
Azuma, 1982 トガリキビ ; 54: Gastrodontella stenogyra （A. Adams, 1868） キビガイ ; 55: Discoconulus sinapidium （Reinhardt, 1877） ヒ
メベッコウ ; 56: D. yakuensis （Pilsbry, 1902） ヤクシマヒメベッコウ ; 57: Euconulidae gen. & sp. indet. シロハダベッコウ（仮称）; 
58: D. sp. コガタシロヒメベッコウ（仮称）．
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採集地：北浦ミツマタ群生地の東，採集日：2022 年 5 月

15 日，採集者：矢野重文）

　備考：殻は米俵型で，殻表に縦肋がある．殻口内に襞が

形成される．本種はタワラガイ類の中でも小形である．礫

地の落葉下に生息する．

Punctidae ナタネガイ科  

42．Punctum pretiosum （Gude, 1900） ヒメナタネ（Fig. 5-42）

　撮影標本：殻径 1.8 mm，殻高 1.1 mm（TKPM-MO 7351，

採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：不明）

　備考：ナタネガイ類としては大型である．螺塔はややド

ーム状に盛り上がり，殻表には微細な螺状脈と間隔の広い

成長脈を有し，体層周縁に弱い角があり，臍孔が広いこと

によって近縁種と区別できる．落葉下に生息する．本種は

MolluscaBase（2025） で は Pyramidula pretiosa Gude, 1900

とされているが，分類学的位置が不確実（uncertain）とも

表記されている．

43．Punctum japonicum Pilsbry, 1900 ハリマナタネ（Fig. 

5-43）

　撮影標本：殻径 1.3 mm，殻高 0.8 mm（TKPM-MO 7352，

採集地：ヒヅカ山，採集日：2018 年 12 月 11 日，採集者：

多田　昭）

　備考：ナタネガイ類としては小型である．螺塔はややド

ーム状に盛り上がり，殻表に比較的間隔の広い不規則な成

長肋と微細な成長脈を有する．落葉下に生息する．

44．Punctum atomus Pilsbry & Hirase, 1904 ミジンナタネ
（Fig. 5-44）

　撮影標本：殻径 1.1 mm，殻高 0.6 mm（TKPM-MO 7353，

採集地：高野，採集日：2021 年 5 月 8 日，採集者：矢野昌子）

　備考：ナタネガイ類では小型である．螺塔が低平で，殻

表に微細な螺状脈と間隔が密で微細な成長脈を有する．落

葉下に生息する．

Arionidae オオコウラナメクジ科
45．Nipponarion carinatus Yamaguchi & Habe, 1955 オオコ
ウラナメクジ（Fig. 5-45）

　撮影場所：西三子山登山道，1144 m の標高点の西，撮

影日：2019 年 11 月 10 日，撮影者：矢野重文

　備考：軟体は褐色で，淡褐斑がある．触角は黒色で，背

面に大きな楯があり，後方に稜角がある．

Philomycidae ナメクジ科
46．Meghimatium fruhstorferi （Collinge, 1901） ヤマナメク

ジ（Fig. 5-46）

　撮影場所：ヒヅカ山，撮影日：2024 年 5 月 16 日，撮影者：

松田春菜

　備考：軟体は大きく，灰褐色～黒褐色を呈し，両側に黒

縦線が現れるが，撮影個体は幼体のため黒線は見られない．

触角は黒色．

Euconulidae シタラ科
47．Trochochlamys crenulata （Gude, 1900） カサキビ（Fig. 

5-47）

　撮影標本：殻径 3.2 mm，殻高 3.4 mm（TKPM-MO 7354，

採集地：高野，採集日：1981 年 10 月 1 日，採集者：多田　昭）

　備考：殻形は高い円錐形で，各螺層はあまり膨らまない．

体層周縁はキール状の角を形成する．殻表に微細な成長脈

を有する．落葉下に生息する．

48．Trochochlamys sororcula （Pilsbry & Hirase, 1904） トサ
キビ（Fig. 5-48）

　撮影標本：殻径 5.0 mm，殻高 3.5 mm（TKPM-MO 7355，

採集地：高野，採集日：2000 年 4 月 18 日，採集者：多田　昭）

　備考：殻形は低い円錐形で，各螺層が丸く膨らみ，体

層 周 縁 は キ ー ル 状 に 角 張 る． 近 似 種 の イ ヤ ヤ マ キ ビ
Trochochlamys monticola Kuroda & Abe, 1980 は，殻の大き

さや外形及び周縁角の状態はよく似るが，螺塔がさらに高

いことで区別できる．礫地の落葉下に生息する．

49．Trochochlamys fraterna （Pilsbry, 1900） オオウエキビ
（Fig. 5-49）

　撮影標本：殻径 2.1 mm，殻高 2.0 mm（TKPM-MO 7356，

採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：多田　昭）

　備考：螺塔はやや高い円錐形で，各螺層が丸く膨らみ，

体層周縁はキール状に角張る．近似種のヒメハリマキビ
Parakaliella pagoduloides （Gude, 1900） は殻の大きさ及び外

形はよく似るが，周縁が角張らないことで区別できる．落

葉下に生息する．

50．Ceratochlamys hiraseana （Pilsbry, 1901） コシタカヒメ
ベッコウ（Fig. 5-50）

　撮影標本：殻径 3.0 mm，殻高 2.1 mm（TKPM-MO 7357，

採集地：杖谷山，採集日：1982 年 7 月 29 日，採集者：木

内和美）

　備考：殻の外形はトサキビに似るが，トサキビよりやや

小型で，キール状の周縁角がやや弱いことによって区別で

きる．落葉下に生息する．著者の矢野は，これまでコシ

タカヒメベッコウ（種子島・屋久島），サツマヒメカサキ
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ビ（南九州），オキノクニキビ（隠岐），セッツキビ（兵庫

県），イセキビ（三重県），マサトヨキビ（東京都・未記載

種）に同定されていた個体の殻形態を比較検討し，同一種

であるとみなした（矢野，2025）．

51．Parakaliella higashiyamana （Pilsbry & Hirase, 1903）
アワキビ（Fig. 5-51）

　撮影標本：殻径 2.9 mm，殻高 2.0 mm（TKPM-MO 7358，

採集地：桃源洞の上，採集日：2021 年 9 月 20 日，採集者：

矢野重文）

　備考：殻の大きさはコシタカヒメベッコウに似るが，周

縁角は弱くてキール状にならず，殻口付近では消失する．

また，各螺層がより丸く膨らむことによって区別できる．

落葉下に生息する．

52．Parakaliella hizenensis （Pilsbry, 1902） ヒゼンキビ
（Fig. 5-52）

　撮影標本：殻径 1.9 mm，殻高 1.7 mm（TKPM-MO 7359，

採集地：高野，採集日：1981 年 10 月 1 日，採集者：多田　昭）

　備考：螺塔は低い円錐形であり，縫合は深く各螺層はよ

く膨らむ．体層が大きいことで近似種と区別できる．石灰

岩の表面や落葉下に生息する．

53．Parakaliella acutanguloides Kuroda & Azuma, 1982 ト
ガリキビ（Fig. 5-53）

　撮影標本：殻径 3.6 mm，殻高 2.8 mm（TKPM-MO 7360，

採集地：桃源洞，採集日：2021 年 9 月 20 日，採集者：矢

野重文）

　備考：殻形はコシタカヒメベッコウに似るが，螺塔がよ

り高く周縁角がキール状にならないことで区別できる．落

葉下に生息する．

54．Gastrodontella stenogyra （A. Adams, 1868） キ ビ ガ イ
（Fig. 5-54）

　撮影標本：殻径 2.1 mm，殻高 1.8 mm（TKPM-MO 7361，

採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：多田　昭）

　備考：キビガイ類としては小型である．螺塔は円錐形で

螺層の巻き数が多いことで近似種と区別できる．落葉下に

生息する．

55．Discoconulus sinapidium （Reinhardt, 1877） ヒメベッコ
ウ（Fig. 5-55）

　撮影標本：殻径 2.0 mm，殻高 1.2 mm（TKPM-MO 7362，

採集地：北浦ミツマタ群生地の北東，採集日：2021 年 11

月 29 日，採集者：矢野重文）

　備考：螺塔は低平で平巻き形，臍孔は開く．近似種のヤ

クシマヒメベッコウとは小型であることで区別できる．落

葉下に生息する．

56．Discoconulus yakuensis （Pilsbry, 1902）  ヤクシマヒメ
ベッコウ（Fig. 5-56）

　撮影標本：殻径 2.7 mm，殻高 1.5 mm（TKPM-MO 7363，

採集地：高野，採集日：1986 年 6 月 15 日，採集者：矢野重文）

　備考：螺塔は低平で平巻き形，臍孔は開く．近似種のヒ

メベッコウとは，より大型であることで区別できる．また，

同じ大きさ（殻径）のヒメベッコウと比較すると，ヤクシ

マヒメベッコウはその大きさでは亜成貝であるため，巻き

数が少なく殻高が高いことで区別できる．落葉下に生息す

る．

57．Euconulidae gen. & sp. indet.　シロハダベッコウ（仮称）
（Fig. 5-57）

　撮影標本：殻径 4.9 mm，殻高 2.7 mm（TKPM-MO 7364，

採集地：ヒヅカ山，採集日：2018 年 12 月 11 日，採集者：

多田　昭）

　備考：螺塔は低平な平巻き形で，臍孔は閉じる．ウラジ

ロベッコウに似るが，殻色が半透明の乳白色であることと，

臍孔が閉じることで区別できる．本種は香川県小豆島で採

集された個体について仮称された（矢野，1980）．キヌツ

ヤベッコウ属の一種とされていたが（矢野，1980），その後，

属の所属不明種とされている（早瀬・多田，2025）．礫地

の落葉下に生息する．

58．Discoconulus sp.  コガタシロヒメベッコウ（仮称）
（Fig. 5-58）

　撮影標本：殻径 1.2 mm，殻高 0.7 mm（TKPM-MO 7365，

採集地：高野，採集日：2011 年 2 月 27 日，採集者：不明）

　備考：螺塔は低平で平巻き形，臍孔は閉じる．殻は半透

明の乳白色である．和名は九州（宮崎県椎葉村時雨岳山麓）

の個体について提唱された（早瀬ら，2016）．シロハダベ

ッコウに似るが，小型であることで区別できる．礫地に生

息する．

59．Sitalina circumcincta （Reinhardt, 1883）  コシタカシタ
ラ（Fig. 6-59）

　撮影標本：殻径 1.6 mm，殻高 2.0 mm（TKPM-MO 7366，

採集地：高野の西，採集日：2021 年 5 月 29 日，採集者：

矢野重文）

　備考：螺塔は高い円錐形で，各螺層には微細な成長脈と

粗い螺状肋を有する．落葉下に生息する．
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60．Sitalina japonica Habe, 1964  ウメムラシタラ（Fig. 6-60）

　撮影標本：殻径 1.9 mm，殻高 1.6 mm（TKPM-MO 7367，

採集地：高野，採集日：2004 年 11 月 30 日，採集者：多

田　昭）

　備考：螺塔は低い円錐形で，縫合がよくくびれるため，

各螺層は階段状になる．殻表には螺状の殻皮質板状襞が 3

本あり，その肋間に殻皮質の螺状脈が数本ある．落葉下に

生息する．

61．Parasitala reinhardti （Pilsbry, 1900）  マルシタラ（Fig. 

6-61）

　撮影標本：殻径 2.9 mm，殻高 2.6 mm（TKPM-MO 7368，

採集地：高野，採集日：2018 年 12 月 11 日，採集者：多

田　昭）

　備考：螺塔は円錐形で，幼貝では周縁角が明瞭であるが，

成長するに伴い体層周縁は円くなる．春から秋にかけては

低木の葉裏に付着して生息する．

62．Yamatochlamys vaga （Pilsbry & Hirase, 1904）  ナミヒ
メベッコウ（Fig. 6-62）

　撮影標本：殻径 4.8 mm，殻高 3.3 mm（TKPM-MO 7369，

採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：不明）

　備考：螺塔は低い円錐形で，体層周縁は角張るが，殻口

付近では周縁角は消失する．近似種のオオクラヒメベッコ

ウとは，螺塔がより高いこと，周縁角を有することで区別

できる．落葉下に生息する．

63．Yamatochlamys lampra （Pilsbry & Hirase, 1904） オオク
ラヒメベッコウ（Fig. 6-63）

　撮影標本：殻径 4.4 mm，殻高 2.9 mm（TKPM-MO 7370，

採集地：高野，採集日：2004 年 11 月 30 日，採集者：多

田　昭）

　備考：螺塔は低い円錐形でドーム状である．近似種のナ

ミヒメベッコウとは，より螺塔が低いこと，周縁角がほと

んど確認できないくらい非常に弱いことで区別できる．落

葉下に生息する．

64．Ceratochlamys ceratodes （Gude, 1900） ツノイロヒメベ
ッコウ（Fig. 6-64）

　撮影標本：殻径 4.0 mm，殻高 2.7 mm（TKPM-MO 7371，

採集地：ヒヅカ山，採集日：1981 年 8 月 18 日，採集者：

木内和美）

　備考：螺塔は低い円錐形で，キール状の周縁角を有する．

幼貝では螺塔が低く低平であるが，成長するに従って螺塔

が高くなる．臍孔は閉じる．外形はトサキビに似るが，螺

塔が低いことで区別できる．落葉下に生息する．

65．Nipponochlamys semisericata （Pilsbry, 1902） キヌツヤ
ベッコウ（Fig. 6-65）

　撮影標本：殻径 5.0 mm，殻高 3.2 mm（TKPM-MO 7372，

採集地：立石谷林道，西三子山登山口の下の谷，採集日：

2020 年 3 月 15 日，採集者：矢野昌子）

　備考：螺塔は低平で平巻き形であり，殻は茶褐色，殻表

には微細な成長脈があり，鈍い光沢を有する．殻底には微

弱な螺状脈があり，体層上面よりは光沢が強い．臍孔は閉

じる．礫地の落葉下に生息する．

66．Nipponochlamys sp. ヒメキヌツヤベッコウ（仮称）
（Fig. 6-66）

　撮影標本：殻径 2.9 mm，殻高 1.5 mm（TKPM-MO 7373，

採集地：北浦の北の谷，採集日：2017 年 11 月 7 日，採集者：

矢野重文）

　備考：螺塔は低平で平巻き形，殻表には微細な成長脈

と螺状脈があり，鈍い光沢を有する．近似種キヌツヤベ

ッコウ（殻径約 5.0 mm）に似るが，より小型（殻径約 3.0 

mm）であること，殻が黄褐色（キヌツヤベッコウは茶褐色）

で，殻底の螺状脈がより明瞭なことによってキヌツヤベッ

コウと明瞭に区別できる．臍孔は閉じる．落葉下に生息す

る．

67．Nipponochlamys sp. cf. izushichitojimana （Pilsbry & 

Hirase, 1904）シチトウベッコウ類似種（Fig. 6-67）

　撮影標本：殻径 4.9 mm，殻高は殻頂部破損のため測定

不能（TKPM-MO 7374，採集地：西三子山山頂の北東面，

採集日：2019 年 11 月 10 日，採集者：矢野重文）

　備考：螺塔は低平の平巻き形で，殻表には微細な成長

脈があり，鈍い光沢を有する．キヌツヤベッコウに似る

が，体層上部に細い周縁角を有することによって区別で

きる．臍孔は閉じる．シチトウベッコウ Nipponochlamys 

izushichitojimana （Pilsbry & Hirase, 1904） に比べてやや螺塔

が高く，体層周縁の角張りがより明瞭なため，ここではシ

チトウベッコウ類似種とした．落葉下に生息する．

68．Japanochlamys awaensis （Pilsbry, 1902） アワクリイロ
ベッコウ（Fig. 6-68）

　撮影標本：殻径 7.5 mm，殻高 4.6 mm（TKPM-MO 7375，

採集地：杖谷山，採集日：1981 年 8 月 19 日，採集者：木

内和美）

　備考：螺塔は低い円錐形で，幼貝は周縁に角を有するが，

成長に伴って周縁角は消失する．
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Fig. 6.  Shells of land snails collected in Mts. Nishimine and adjacent areas. 59: Sitalina circumcincta （Reinhardt, 1883） コシタカシタラ ; 60: S. 
japonica Habe, 1964 ウメムラシタラ ; 61. Parasitala reinhardti （Pilsbry, 1900） マルシタラ ; 62: Yamatochlamys vaga （Pilsbry & Hirase, 
1904） ナミヒメベッコウ ; 63: Y. lampra （Pilsbry & Hirase, 1904） オオクラヒメベッコウ ; 64: Ceratochlamys ceratodes （Gude, 1900） 
ツノイロヒメベッコウ ; 65: Nipponochlamys semisericata （Pilsbry, 1902） キヌツヤベッコウ ; 66: N. sp. ヒメキヌツヤベッコウ（仮
称）; 67: N. sp. cf. izushichitojimana （Pilsbry & Hirase, 1904） シチトウベッコウ類似種 ; 68: Japanochlamys awaensis （Pilsbry, 1902） 
アワクリイロベッコウ ; 69: Bekkochlamys shikokuensis （Pilsbry & Hirase, 1903） シコクベッコウ ; 70: B. micrograpta （Pilsbry, 1900） 
ヒラベッコウ ; 71: Urazirochlamys doenitzii （Reinhardt, 1877） ウラジロベッコウ ; 72: Hawaiia sp. マシノヒメコハクガイ？ ; 73: 
Zonitoides arboreus （Say, 1817） コハクガイ．
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Helicarionidae ベッコウマイマイ科
69．Bekkochlamys shikokuensis （Pilsbry & Hirase, 1903） シ
コクベッコウ（Fig. 6-69）

　 撮 影 標 本： 殻 径 16.4 mm， 殻 高 10.7 mm（KKPM-Mo 

5384，採集地：高野，採集日：不明，採集者：阿部近一）

　備考：螺管が太く，成長するにつれて体層の幅が顕著に

広くなることで近似種と区別できる．湿気のある落葉下に

生息する．

70．Bekkochlamys micrograpta （Pilsbry, 1900） ヒラベッコ
ウ（Fig. 6-70）

　撮影標本：殻径 8.9 mm，殻高 4.5 mm（TKPM-MO 7376，

採集地：ヒヅカ山，採集日：1982 年 7 月 30 日，採集者：

多田　昭）

　備考：螺塔は低平，平巻き形で，臍孔は開く．ウラジロ

ベッコウに似るが，成長するにつれて体層の幅の殻径に対

する割合が広くなることで区別できる．湿気のある落葉下

に生息する．

71．Urazirochlamys doenitzii （Reinhardt, 1877） ウラジロベ
ッコウ（Fig. 6-71）

　撮影標本：殻径 6.5 mm，殻高 3.7 mm（TKPM-MO 7377，

採集地：桃源洞の西，採集日：2018 年 4 月 29 日，採集者：

矢野重文）

　備考：螺塔は低平，平巻き形で，臍孔は開く．ヒラベッ

コウに似るが，成長するにつれて体層の幅の殻径に対する

割合が広くならないことで区別できる．落葉下に生息する．

Pristilomatidae エゾエンザ科
72．Hawaiia sp.　マシノヒメコハクガイ？（Fig. 6-72）

　撮影標本：殻径 2.8 mm，殻高 1.5 mm（TKPM-MO 7378，

採集地：高野の西，採集日：2021 年 4 月 24 日，採集者：

矢野昌子）

　 備 考： 近 似 種 の ヒ メ コ ハ ク ガ イ Hawaiia minuscula 

（Binney, 1841） と同程度の大きさであるが，ヒメコハクガ

イの臍孔が小さくて深いのに比べて，本種は臍孔がやや広

いことによって区別される．また，ヒメコハクガイは移入

種で，都市周辺の公園や家庭菜園の植え込みの中に生息す

るのに対して，本種は石灰岩地帯のみで見つかっており，

日本固有種と考えられる．マシノヒメコハクガイは山口県

美祢郡秋吉台周辺の石灰岩地帯で増野和幸氏が採集した化

石標本に対して，1996 年に新称された（Kano, 1996）．本

種に非常によく似る．現生種で本種に同定されている標本

もあるが（髙橋，1998），同種かどうかを断定するのは困

難なため，現段階における種名の確定は保留とする．

Gastrodontidae コハクガイ科
73．Zonitoides arboreus （Say, 1817） コハクガイ（Fig. 6-73）

　撮影標本：殻径 5.0 mm，殻高 2.4 mm（TKPM-MO 7379，

採集地：杖谷山，採集日：1982 年 7 月 29 日，採集者：不明）

　備考：殻高が比較的高く，臍孔が狭い．本種は外来種で

あるため，植物などとともに持ち込まれた個体が侵入し，

生息していたものと思われる．落葉下に生息する．

Camaenidae ナンバンマイマイ科
74．Satsuma myomphala myomphala （Martens, 1865） コベ
ソマイマイ（Fig. 7-74）

　 撮 影 標 本： 殻 径 35.3 mm， 殻 高 24.2 mm（TKPM-MO 

7380，採集地：高野，採集日：2012 年 5 月 29 日，採集者：

多田　昭）

　備考：大形のカタツムリで殻底の臍孔は塞がる．殻は黄

褐色で，体層周縁に紫色の色帯があるが稀に無帯もある．

徳島県の最大個体である三好市東祖谷山の殻径 39.6 mm，

殻高 29.5 mm（多田・丸山，2021）よりは小さい．本山系

ではアワマイマイに次ぐ大型種である．倒木下などの湿っ

た場所に生息する．

75．Satsuma ferruginea （Pilsbry, 1900） シメクチマイマイ
（Fig. 7-75）

　 撮 影 標 本： 殻 径 12.0 mm， 殻 高 8.7 mm（TKPM-MO 

7381，採集地：高野集落，採集日：2024 年 5 月 16 日，採

集者：矢野重文）

　備考：褐色あるいは茶褐色の小形のカタツムリ．殻口内

下面に低いこぶ状の隆起が見られる．雄性部生殖器の鞭状

器の形態が細長く，先端部で急に細まるか釣り針状に曲が

る．本山系では，麓にある集落の草地で死殻が発見されて

いるのみである．ガレ場の落葉下や草地の腐葉の下などに

生息する．

76．Satsuma textilis tsurugisanica Kuroda & Abe, 1980  ツル
ギサンマイマイ（Fig. 7-76）

　 撮 影 標 本： 殻 径 16.1 mm， 殻 高 12.3 mm（TKPM-MO 

7382，採集地：ヒヅカ山，採集日：2018 年 12 月 11 日，

採集者：多田　昭）

　備考：小形のカタツムリ．黄褐色～茶褐色で殻表には光

沢がある．シメクチマイマイに似るが，雄性部生殖器の鞭

状器が太く短い独特の形態をしており区別できる．一般に

山地の広葉樹の倒木下に生息する．

77．Satsuma japonica heteroglypta （Pilsbry, 1900） コニホン
マイマイ（Fig. 7-77）
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　 撮 影 標 本： 殻 径 14.0 mm， 殻 高 13.1 mm（TKPM-MO 

7383，採集地：高野，採集日：2004 年 4 月 18 日，採集者：

多田　昭）

　備考：シメクチマイマイやツルギサンマイマイに似た小

形のカタツムリ．殻が淡い黄褐色で光沢がある．雄性部生

殖器の鞭状器が非常に長く，先端部へ向けて徐々に細くな

る．シメクチマイマイ，ツルギサンマイマイ，コニホンマ

イマイの 3 種は形態がよく似るため，鞭状器の形態による

分類が重要である．主に草地に生息する．

78．Nipponochloritis tosanus （Pilsbry & Hirase, 1903） トサ
ビロウドマイマイ（Fig. 7-78）

　 撮 影 標 本： 殻 径 19.3 mm， 殻 高 11.5 mm（TKPM-MO 

7384，採集地：高野，採集日：2000 年 6 月 18 日，採集者：
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Fig. 7.  Shells of land snails collected in Mts. Nishimine and adjacent areas. 74: Satsuma myomphala myomphala （Martens, 1865） コベソマイマ
イ ; 75: S. ferruginea （Pilsbry, 1900） シメクチマイマイ ; 76: S. textili tsurugisanica Kuroda & Abe, 1980 ツルギサンマイマイ ; 77: S. 
japonica heteroglypta （Pilsbry, 1900） コニホンマイマイ ; 78: Nipponochloritis tosanus （Pilsbry & Hirase, 1903） トサビロウドマイマ
イ ; 79: Aegista awajiensis （Gude, 1900） ジタロウマイマイ ; 80: A. kobensis pertenuis （Pilsbry & Hirase, 1904） トサマイマイ ; 81: A. 
proba goniosomoides Kuroda & Abe, 1980 ミヤマオオベソマイマイ ; 82: A. pallens （Jacobi, 1898） シロマイマイ ; 83: A. “shikokuensis” 

（Pilsbry & Hirase, 1903） シコクオトメマイマイ ; 84: A. optima （Pilsbry, 1902） ケショウマイマイ ; 85: Euhadra awaensis （Pilsbry, 
1902） アワマイマイ ; 86: E. subnimbosa （Kobelt, 1894） セトウチマイマイ．
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多田　昭）

　備考：紫褐色で，殻表には短いビロード状の殻皮毛が規

則的に張り巡らされている．軟体部が黒いため生貝は黒く

重厚である．雄性部生殖器の鞭状器は細長く，他のビロウ

ドマイマイ属と区別できる．乾燥に弱い種でガレ場の隙間

や広葉樹の腐木下，洞など常に湿気のあるところに生息す

る．

79．Aegista awajiensis （Gude, 1900） ジ タ ロ ウ マ イ マ イ
（Fig. 7-79）

　 撮 影 標 本： 殻 径 15.9 mm， 殻 高 8.5 mm（TKPM-MO 

7385，採集地：ヒヅカ山，採集日：1982 年 7 月 30 日，採

集者：多田　昭）

　備考：黄褐色のやや低平な円錐形のカタツムリ．体層部

周縁は角張り殻口は肥厚する．殻表全面に小鱗片突起があ

る．殻底にある臍孔は大きく開く．ガレ場の石の下や落葉

下に生息する．

80．Aegista kobensis pertenuis （Pilsbry & Hirase, 1904） ト
サマイマイ（Fig. 7-80）

　 撮 影 標 本： 殻 径 14.0 mm， 殻 高 6.1 mm（TKPM-MO 

7386，採集地：ヒヅカ山，採集日：2018 年 11 月，採集者：

多田　昭）

　備考：淡黄褐色で扁平なカタツムリ．ジタロウマイマイ

に似るが，より低平で体層部周縁の角はほとんどない．殻

表の鱗片状突起もなく，弱い光沢がある．山地性で広葉樹

林の落葉下に生息する．

81．Aegista proba goniosomoides Kuroda & Abe, 1980 ミヤ
マオオベソマイマイ（Fig. 7-81）

　 撮 影 標 本： 殻 径 14.6 mm， 殻 高 7.5 mm（TKPM-MO 

7387，採集地：高野，採集日：1981 年 10 月 1 日，採集者：

多田　昭）

　備考：黄褐色で扁平なカタツムリ．ジタロウマイマイに

酷似するが，殻表の鱗片状突起が顕著でなく殻口の肥厚も

薄い点で異なる．分子系統解析では顕著な差異は認められ

ず，限りなくジタロウマイマイに近縁であるとされている

（平野，私信）．

82．Aegista pallens （Jacobi, 1898） シロマイマイ（Fig. 7-82）

　 撮 影 標 本： 殻 径 15.1 mm， 殻 高 9.1 mm（TKPM-MO 

7388，採集地：高野，採集日：1987 年 3 月 21 日，採集者：

多田　昭）

　備考：白色，円錐形の清楚な中形のカタツムリ．模式産

地である高知市からは大きく離れており，分布の辺縁に当

たる．石灰岩地付近の樹木に稀に付着する．

83．Aegista “shikokuensis” （Pilsbry & Hirase, 1903） シコク
オトメマイマイ（Fig. 7-83）

　撮影標本：殻径 9.0 mm，殻高 6.0 mm（TKPM-MO 7389，

採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：不明）

　備考：シロマイマイを二回り小さくした豆粒程度の大き

さの円錐形のカタツムリ．体層周縁は緩やかに角張る．殻

は赤褐色であるが，縫合部と殻底では淡黄色を呈す．落葉

樹の幹や草本の葉裏に稀に付着する．

84．Aegista optima （Pilsbry, 1902） ケショウマイマイ（Fig. 

7-84）

　 撮 影 標 本： 殻 径 10.2 mm， 殻 高 14.4 mm（TKPM-MO 

7390，採集地：ヒヅカ山，採集日：1982 年 7 月 30 日，採

集者：多田　昭）

　備考：乳白色でトンガリ帽子を思わせる三角錐のカタツ

ムリ．徳島県固有種．石灰岩の露頭や広葉樹の幹，草本類

の葉裏に付着する．

85．Euhadra awaensis （Pilsbry, 1902） アワマイマイ（Fig. 

7-85）

　 撮 影 標 本： 殻 径 61.9 mm， 殻 高 34.3 mm（TKPM-MO 

7391，採集地：ヒヅカ山，採集日：2020 年 6 月 17 日，採

集者：多田　昭）

　備考：日本最大級のカタツムリ．茶褐色の殻皮を有し，

殻は分厚く重厚で，殻表に打痕がある．夜行性で，広葉樹

の倒木下，板や段ボールの裏側，斜面にある空洞などに生

息する．近年減少傾向にある．

86．Euhadra subnimbosa （Kobelt, 1894） セトウチマイマイ
（Fig. 7-86）

　 撮 影 標 本： 殻 径 24.5 mm， 殻 高 14.4 mm（TKPM-MO 

7392，採集地：ヒヅカ山，採集日：不明，採集者：多田　昭）

　備考：殻色は緑味の薄い黄色で，色帯のない無帯の個体

が多いが，紫褐色の色帯のある個体も稀にある．集落付近

の個体は大きく，標高の高い場所では小形になる傾向があ

る．雨上がりには広葉樹の樹幹や葉裏に付着する．

考察

　本研究では，西三子山周辺から未記載種を含む 86 種・

亜種の陸産貝類が確認された．これまでの西三子山周辺

における貝類のリストと比較すると（新居，1959；阿部，
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1974，1981；徳島県，1982），過去には記録があるものの

著者らの調査では見つからなかった種が複数含まれていた

が，これは分類が再検討されたことに依るところが大きい．

　ビロウドマイマイ属は外部・内部形態ともに変異が大き

く，分類が混乱しているグループである（多田，2002；多

田ら，2007；多田・大原，2010）．西三子山周辺では，過

去にヒラマキビロウドマイマイがヒヅカ山（新居，1959）

および高野（阿部・河野，1971）から報告され，その後，

桃源洞からヒラマキビロウドマイマイとトサビロウドマイ

マイが報告された（阿部，1974）．しかし，同著者による

阿部（1981）では，本調査地域の範囲（ヒヅカ山，杖谷山，

小畠）のリストにはヒメビロウドマイマイのみが掲載され

ている．その後，多田・大原（2010）では全てトサビロウ

ドマイマイにまとめられており，その中には個体変異や地

理的変異が認められることが報告されている．

　 以 上 の 種 の う ち， ヒ ラ マ キ ビ ロ ウ ド マ イ マ イ
Nipponochloritis hirasei （Pilsbry，1902） は和歌山県の固有

種で，殻が扁平で臍孔が開き，生殖器の鞭状器が独特の螺

旋状になる特徴を持つ（多田ら，2007）．また，ヒメビロ

ウドマイマイ N. perpunctatus （Pilsbry，1902） は近畿地方南

部に分布する種で，トサビロウドマイマイに似るが，殻皮

毛が密で，鞭状器が細長く，先端部が尖る点で区別できる

（多田ら，2007）．いずれも原記載は殻皮毛の密度の情報が

不十分で，生殖器の形態も検討されていなかったため，徳

島県における過去の両種の記録は誤同定の可能性が極めて

高い．実際に，著者らの調査ではトサビロウドマイマイの

みが採集されており，ヒラマキビロウドマイマイとヒメビ

ロウドマイマイは確認されなかった．

　なお，著者の多田は高知県香美市と徳島県那賀町にまた

がる石立山の陸貝についてまとめた際，石灰岩のガレ場に

生息する平巻き状のビロウドマイマイ類をトサビロウドマ

イマイの変異型とみなし，イシダテビロウドマイマイ N. 

sp. aff. tosanus （Pilsbry & Hirase, 1903） と仮称した（多田，

2010）．石立山ではこの変異型のみが確認されているが，

西三子山の北東に位置する高丸山では，変異型と通常型の

トサビロウドマイマイの二型が見つかっている（多田，私

信）．前述の通り，阿部（1974）はトサビロウドマイマイ

とヒラマキビロウドマイマイを報告しており，通常型の他

にヒラマキビロウドマイマイに同定した平巻き状の個体を

確認していた可能性がある．これら 2 型の探索と遺伝的差

異の解明は今後の課題である．

　ムシオイ亜科では過去にクチキレムシオイとピルスブリ

ムシオイが報告されている（阿部，1981）．これらは前述

の通り，それぞれトウゲンムシオイとキヌハダムシオイ（仮

称）の誤同定と考えられる．

　その他に文献上の記録はあるものの，著者らの調査や博

物館の所蔵標本では確認できなかった種として，ナラビヒ

ダギセル，ウスベニギセル，イヤヤマキビ，ヒメハリマキ

ビが挙げられる（徳島県，1982）．キセルガイ類 2 種は周

辺地域での採集記録があることから（多田ら，2013），本

山系周辺における分布も想定される．一方で，両種はとも

にニセコスジギセルに酷似するため，過去の記録が誤同定

の可能性も否定できない．イヤヤマキビとヒメハリマキビ

も同様に，周辺地域で採集されているため本山系にも分布

する可能性が高いが（阿部，1981），いずれも類似種が複

数あり，幼貝での識別は難しいため，過去の記録の再検討

が必要である．

　西三子山周辺の陸貝相の特徴として，石灰岩地に生息す

るトウゲンムシオイ，ベニゴマオカタニシ，クチマガリス

ナガイ，ナタネモドキ，デールギセル，ケショウマイマイや，

石灰岩洞窟のみに生息するホラアナゴマオカチグサが確認

された．これら石灰岩地特産種だけでなく，徳島県固有種

のアベギセル，四国固有種のアズママルクチコギセルなど

山地性の種が生息しており，徳島県内でも特に豊かな陸貝

相が形成されていた．近隣の石灰岩地からなる石立山では

61 種の陸貝が確認されている（多田，2010）．調査範囲や

調査密度が異なるため単純に比較はできないが，特徴的な

分類群としてキセルガイ科とムシオイ亜科に顕著な差異が

認められた．すなわち，キセルガイ科では，徳島県中部の

石灰岩地に生息するデールギセル，ニクイロギセル，アベ

ギセルが西三子山周辺のみで確認された一方，高知に分布

の中心を持つトサシリボソギセル Megalophaedusa tosaensis

（Pilsbry, 1903）やタビトギセル M. aratorum（Pilsbry, 1903）

は西三子山周辺では見つからなかった．ムシオイ亜科では，

キヌハダムシオイ，トウゲンムシオイ，マボロシムシオイ

はいずれも西三子山周辺のみにみられる特産種であり，石

立山では確認されなかったが，高知県と徳島県の県境周辺

に生息するアツブタムシオイ Dicharax abei（kuroda, 1951）

は西三子山周辺では認められなかった．那賀川沿いの石灰

岩層と坂州木頭川沿いの石灰岩地は連続していないため，

それぞれ独自の陸貝相が形成されたと考えられるが，明瞭

な差異が認められたことは興味深い．

　西三子山周辺では，生貝を確認できない種や採集例がわ

ずかの種が複数見出された．キヌハダムシオイはこれまで

死殻しか見つかっておらず，筆者の矢野は近年十数回に及

ぶ探索を行ったが，本種の生貝を見つけることができなか

った．このことから推測すると，本種はすでに絶滅してい

る可能性も否定できない．

　デールギセルは那賀川沿いの石灰岩地では比較的容易に

確認できるが（松田・多田，2020），本山系を含む坂州木
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頭川沿いの石灰岩地では過去に記録されているのみで（阿

部，1974，1981；徳島県，1982），著者らは採集できていない．

シンチュウギセルは死殻のみが見つかっており，生貝を一

度も確認できていない．シンチュウギセルについては，西

三子山は分布の東端に位置する．これら 2 種は，環境変化

による減少というより，もともと本山系は両種の分布縁辺

に位置し，個体数が極めて少ない状況であると考えられる．

シマケルギセル，コンボウギセルも，著者らが調査を開始

した 1980 年代以降，現在に至るまで採集例は著しく少な

い．近年の顕著な減少傾向が認められているわけではない

が，生息密度が著しく低く，個体群の存続が危機的状況に

あることは事実である．大型種のオオギセルやアワマイマ

イは他地域で減少傾向が認められており（香川県，2021），

本山系における生息密度も低かった．

　以上のことから，本山系は徳島県の陸貝の生息環境とし

て極めて重要であるとともに，種によっては辛うじて個体

群が維持されている状態であることが推測された．全体的

に乾燥化が進行しており，石灰岩地だけでなく，周辺の斜

面や谷筋を含む全体的な自然環境を維持していくことが重

要である．
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